
緩和ケアのご案内

〒５９７－００１５ 大阪府貝塚市堀３丁目１０番２０号

電 話：０７２－４２２－５８６５（代表）

：０７２－４３９－６０６１

市立貝塚病院
Ka i z u k a  C i t y  H o s p i t a l



2

目 次

第１章 緩和ケアとは

第２章 市立貝塚病院の緩和ケア

緩和ケアとは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

緩和ケアの内容・導入時期・・・・・・・・・・・・・３

緩和ケアはどうしたら受けられる？・・・・・・・・・５

緩和ケア外来・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

緩和ケアチーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

市立貝塚病院緩和ケア病棟（５階北病棟）

理念・基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・９

入棟基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

退棟基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

患者さんの権利と責任・・・・・・・・・・・・・１２

入院までの流れ・・・・・・・・・・・・・・・・１３

入院中のお願い・・・・・・・・・・・・・・・・１４

持参品について・・・・・・・・・・・・・・・・１４

ご面会について・・・・・・・・・・・・・・・・１５

付添い許可・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

お食事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

消灯・起床・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

設備について・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

その他病院内施設のご案内・・・・・・・・・・・１９

入院費用について・・・・・・・・・・・・・・・２０

お支払について・・・・・・・・・・・・・・・・２０

相談窓口について・・・・・・・・・・・・・・・２１

年中行事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１

Ｑ＆Ａ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２



1 
 

2

目 次

第１章 緩和ケアとは

第２章 市立貝塚病院の緩和ケア

緩和ケアとは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

緩和ケアの内容・導入時期・・・・・・・・・・・・・３

緩和ケアはどうしたら受けられる？・・・・・・・・・５

緩和ケア外来・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

緩和ケアチーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

市立貝塚病院緩和ケア病棟（５階北病棟）

理念・基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・９

入棟基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

退棟基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

患者さんの権利と責任・・・・・・・・・・・・・１２

入院までの流れ・・・・・・・・・・・・・・・・１３

入院中のお願い・・・・・・・・・・・・・・・・１４

持参品について・・・・・・・・・・・・・・・・１４

ご面会について・・・・・・・・・・・・・・・・１５

付添い許可・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

お食事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

消灯・起床・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

設備について・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

その他病院内施設のご案内・・・・・・・・・・・１９

入院費用について・・・・・・・・・・・・・・・２０

お支払について・・・・・・・・・・・・・・・・２０

相談窓口について・・・・・・・・・・・・・・・２１

年中行事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１

Ｑ＆Ａ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２

1



2

　がんなどの病気から生じる患

者さんの身体的な痛みや精神的

なつらい症状を和らげるために

行われる治療やケアが緩和ケア

です。

　人生の最期を迎えられる患者

さんのみが対象ではありません。

緩和ケアとは
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緩和ケアの内容・導入時期

体や心のつらさをやわらげます

医療用麻薬で命が縮んだり

中毒になったりすることはありません

　がんの患者さんが抱えるつらさには、“お腹がいたい、だるい、

吐き気がする”といった体のつらさだけではなく、不安やイライ

ラといった心のつらさや、仕事や経済面などの悩みもありま

す。また、“なぜ病気になったんだろう”といった疑問や、人生

の意味や目的を見失うことで、つらさを感じる人もいます。体や

心のつらさが強いときには、がんに向き合っていく力も湧いて

こなくなってしまいます。緩和ケアでは、患者さんやご家族のさ

まざまなつらさを、できるだけやわらげていくことを目標にし

ています。

　患者さんが御自身のつらさを医師や看護師などのスタッフに伝

えることで、「緩和ケア」を始めることができます。我慢せずに

気軽に伝えていただくことがとても大切です。

医療用麻薬に対して、「中毒」「命が縮む」「最後の手段」といった誤った

イメージを持たれていることがあるかもしれません。医療用麻薬は大麻や

覚せい剤などとはまったく別のものです。医療用麻薬は、痛みがある状態

で医師の管理のもとで適切に使う限り、中毒になることはありません。医

療用麻薬の一般的な副作用としては、吐き気・嘔吐、眠気や便秘などがあ

りますが、多くの副作用は予防や治療ができるので、安心して痛みの治療

を受けていただくことができます。

2

　がんなどの病気から生じる患

者さんの身体的な痛みや精神的

なつらい症状を和らげるために

行われる治療やケアが緩和ケア

です。

　人生の最期を迎えられる患者

さんのみが対象ではありません。

緩和ケアとは

3



4

がんと診断されたときから受けられます

緩和ケアはがんと診断された時から始まるケアです。

手術療法 化学療法

放射線療法 緩和ケア

がん治療

　緩和ケアは、がんの治療ができなくなってから始めるもので

はありません。体や心のつらさが大きいと、体力の消耗につな

がることから、がんの治療を続けることが難しくなってしまい

ます。そのため、がんと診断されたときから、「つらさをやわ

らげる＝緩和ケア」を始めることが大切です。

経過
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第２章 市立貝塚病院の緩和ケア
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緩和ケア外来（緩和ケア病棟入棟面談）受診方法

緩和ケア外来（緩和ケア病棟入棟面談）

○当院通院中の患者さん

がんの治療を行っている主治医に「緩和ケア外来受診希望」と

お伝えいただき受診についてご相談ください。

○他院通院中の患者さん

がんの治療を行っている主治医に「市立貝塚病院緩和ケア外来受診希望」と

お伝えいただき、受診についてご相談ください。

緩和ケア外来の予約は、医療機関から当院地域医療連携室を通じて予約をお取り

ください。

医療機関関係者の方へ（入棟審査手続）

緩和ケア外来受診当日は以下をお持ちください。

主治医からの診療情報提供書（紹介状）、検査データ、画像情報、感染症情

報等

市立貝塚病院緩和ケア病棟入棟審査用紙≪患者さん用≫

市立貝塚病院緩和ケア病棟入棟審査用紙≪ご家族用≫

健康保険証等（ご家族のみの場合は、自費にて約８，０００円が必要となり

ます。可能な限り患者さんご本人及びご家族のかたの来院をお願いいたしま

す）

面談時間は約 時間です。最近の病状やご本人の希望をお尋ねしますので

患者さんご本人又は患者さんの状態をよくご存じの方が来院してください。

緩和ケア外来（入棟面談）受診後、入院の可否を検討し、結果を後日連絡

いたします。

　平成27年５月の緩和ケア病棟開設に伴い、「緩和ケア外来」を開設して

います。緩和ケアは、終末期医療ととらえるかたもありますが、がんなどの

病気から生じる患者さんの痛みを初めとする「からだのつらさ」や「気持

ちのつらさ」をできる限りやわらげる医療です。

　がんと診断された時から、治療に伴う苦痛をやわらげ「からだ」や「ここ

ろ」のケアが、治療継続に重要な役割を果たします。そのためがんの診断か

ら治療の時期を問わず、患者さんやご家族が安心して医療を受けていただ

けるよう支援します。

緩和ケア外来診察日 毎週月曜日・水曜日（祝日除く）
 午前10時～12時　予約制（入棟面談）
 午後 １ 時～ ４ 時　予約制（診察）
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緩和ケアチーム

○入院中の患者さんのからだのつらさ、気持ちのつらさ

経済的な問題など「生活していく上でのあらゆる問題」に

ついて緩和ケアチームが支援します。

○緩和ケアチームは、緩和ケア担当医師、各診療科主治医

精神科医師（非常勤）、緩和ケア認定看護師、がん性疼痛

認定看護師、病棟看護師、外来看護師、薬剤師、管理栄養

士、理学療法士、作業療法士、医療ソーシャルワーカー

（ＭＳＷ）、臨床心理士（非常勤）など多くのスタッフで

構成される（多職種による）チーム医療を行います。

○入院中の患者さん

・主治医・病棟看護師に「緩和ケアチームに相談したい」とご希望をお伝え

ください。

・緩和ケア病棟についての説明を聞きたい、または緩和ケア病棟への入院を

希望されるかたは、主治医にご相談下さい。

主治医からの依頼により、緩和ケアチームが伺い、面談などを行います。
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市立貝塚病院 緩和ケア病棟

（５階北病棟）

緩和ケア病棟理念

基 本 方 針

１．がんに伴う身体的症状や精神的症状の緩和に努めることを

もっとも優先します。

２．患者さんの価値観・考え方を尊重し、限りある時間をより

有意義に過ごしてもらうため、生活の質（ ：

）の維持・向上を目指して、チームで支援を行いま

す。

３．がんそのものに対する治療は行いません。また、死を早め

たり、引き延ばしたりはしません。

４．ご家族や周りの人たちの思いやつらい気持ちにも配慮して、

患者さんとよい時間を過ごせるように支えていきます。

５．ご自宅など、患者さんが希望するところで療養が続けられ

るよう、多職種のスタッフと連携を図ります。

緩和ケア病棟では、患者さん一人ひとりの思いや苦痛を

受け止め、患者さんが「その人らしく」穏やかな毎日を

過ごしていただけるように、体や心のつらさをやわらげ

ることを目指します。
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緩和ケア病棟では、以下の基準で、入院患者さんの受け入れを

行っています。

緩和ケア病棟へ入院される患者さん

【※以下の患者さんの入院 入棟 はお受けしていません】

（１）緩和の対象となる症状が特になく、介護が入院の主な

目的となる患者さん。

（２）徘徊、大声をあげる、暴力行為を行うといった、他の

患者さんの入院生活に影響を与えると判断される患

者さん。

（ ）病名告知を受けていない患者さん。

（ ）透析を受けている患者さん。

 

１．治癒を目的とする治療を行うことは困難と医師が判断した

悪性腫瘍による身体的・精神的な苦痛を持ち、緩和ケアが

必要と診断された患者さん。（※後天性免疫不全症候群の

方は、診療体制上お受けできません。）

２．化学療法や病状緩和の放射線を実施するなど、病気そのも

のに対する積極的な治療を行っていない、また、予定して

いない患者さん。ただし、積極的な治療の過程で痛みな

ど、緩和を必要とする強い症状があり、緩和ケア病棟への

短期入院が望ましいと判断された患者さんは対象となりま

す。

そのほか、原則として、次の要件を満たしている方。

　○患者さん本人が、病名・病状を理解しており、緩和ケアに

ついての意見や希望を伝達できること。

　○患者さんとご家族が、以下の内容をご理解のうえで、入棟

を希望されていること。

（１）病状の進行による身体的・精神的苦痛に対して症

状緩和を目的とした医療が行われること。

（２）緩和ケア病棟入院中は抗がん剤を用いた治療を行

わないこと。

（３）苦痛症状が緩和された時は退院していただくこと

があること。

（４）延命処置は希望しないこと。（昇圧剤・心マッサ

ージ・人工呼吸器装着など）
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ご面会について

付き添い許可

患者さんに付き添いをご希望の方は、主治医の付添許可が必要ですので、ナー

スステーションにお申し出をお願いします。

＜付添食のご案内＞
ご希望があれば、内容は病院の普通食になりますが、ご家族の方にもお食事

を提供できます。ナースステーションに下記の時間までにお申し出ください。

申し込み締め切り時間 １食あたりの金額

朝 食 午前 ７ 時まで 円（税込）

昼 食 午前 時まで 円（税込）

夕 食 午後 時 分まで 円（税込）

※締め切り後のキャンセルはできません。

お食事代金は、別途、入院費用とあわせてご請求させて

いただきます

１．患者さんが落ちついた入院生活が送れるよう、ご面会に来られた方は下記の

とおり手続きをお願いします。

※　1階総合案内で「面会申込書」を記入のうえ、5階北緩和ケア病棟ナ

ースステーションにご提出ください。夜間、休日の場合は1階救急・時

間外出入口となります。

※　ご面会中は、面会証を首から下げていただくなど、見えるようにご携

帯をお願いします。（面会証はナースステーションもしくは救急・時間

外出入口でお渡しします。なお、お帰りの際はご返却ください。）

２．患者さん・ご家族の希望によりご面会を制限することも可能です。

３．ご面会時間は特に制限はしておりませんが、8:00～21:00の間は開放中

で、２０時から翌朝７時までは１階救急・時間外出入口は施錠しております

ので、救急・時間外出入口インターフォンで警備員をお呼びください。

４．感染予防のために、ご面会時は、手洗い・消毒をお願いします。

５．発熱または解熱後２日以内の方、咳・下痢症状のある方、および、最近感染

症の方と接触された方は、ご面会をご遠慮ください。

６．面会問い合わせへのご案内は、患者さんのご希望を確認いたします。

　　　病室の名札表示もご希望に対応させていただきます。 
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緩和ケア病棟の設備について

・緩和ケア病棟は、全室個室となっています。

・有料個室にはソファーベッド、無料個室にはチェアベッドを設置し、夜間も付

き添いやすい環境です。

（「有料」または「無料」は保険外の室料差額についてであり、健康保険自己負

担分は別途必要です。）

（有料個室） （無料個室）

※緩和ケア病棟の病室窓は風通し程度の開閉のみとなっております。

＜室料差額について＞ 病床数１９床（全室個室）

種 別 個室料 １日につき 設備・備品など

有料個室

１等室

（３室）

［市内料金］

7,560円（税込）

［市外料金］※

9,828円（税込）

［市内料金］

3,780円（税込）

［市外料金］※

4,914円（税込）

床面積約１４～１５㎡
液晶テレビ（無料）
冷蔵庫（無料）
ソファーベッド
リモコン式の照光調整付きライト
ウォシュレットトイレ
洗面台　流し台　吊り戸棚

有料個室

２等室Ｂ

（６室）

床面積約１１～１２㎡
液晶テレビ（無料）
冷蔵庫（無料）
ソファーベッド
リモコン式の照光調整付きライト
ウォシュレットトイレ
洗面台

無料個室

（ 室）

室料差額

無 料

液晶テレビ（有料）
冷蔵庫（有料）
チェアベッド
ウォシュレットトイレ・洗面台は

部屋での共有使用となります。

※ただし市外料金は、貝塚市・岸和田市・泉佐野市・泉南市・阪南市・
熊取町・田尻町・岬町以外の区域に住所を有する方に適用されます。

※無料個室では、テレビ・冷蔵庫使用時はテレビカード（１枚につき１０００円）の
ご購入が必要となります。
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【キッチンデイルーム】

キッチンデイルームは、ご

家族や面会者の方とくつ

ろいでいただく空間のほ

か、年中行事の催し物など

も行います。

（大型液晶テレビ・自動販

売機などを備えていま

す。）

患者さん・ご家族用の

キッチンを備えています

ので、簡単な調理ができ

ます。

＜ご使用上の注意事項＞

①基本的な調理器具や食器類はナースステーションにお申し出ください。

②みなさんが気持ちよくご利用できるよう、お片付けは各自でお願いします。

③コンロを使用するときは、火傷などに気をつけてご利用ください。また、ご

使用が終わった時点で、電源を切ってください。

④安全管理上、ご利用時間は

⑤冷蔵庫は共有です。なるべく自室の冷蔵庫をご使用ください。

時から 時までとさせていただきます。

（時間外利用希望時はナースステーションに申し出てください。）

【 家族控室 （２部屋）】
ご家族が、夜間複数人付き添いを希望

される場合は、こちらで宿泊が可能です。

入浴設備も整っています。

（必要物品や利用基準のお問い合わせ

申込はナースステーションにお申し出

ください。）

※〈付添の方のお布団のレンタル〉参照

※家族控室・キッチンデイルームでの、ご家族の方・面会の方の事故等については

　責任を負いかねます。

※状況により使用の御希望に沿えない場合もあります。
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緩和ケア病棟における入院費用について

緩和ケア病棟は、各種健康保険が適用となります。

一般病棟では治療にかかった分の費用が請求されるのに対して、緩和ケア病棟で

は治療内容にかかわらず、原則一定の負担となります。ただし、食事療養費、室料

差額や当院所定のねまきを使用された場合などの自費料金は別途加算されます。

使用されるお部屋の種類によっては、室料差額（個室料）が必要となります。〔室料

差額は、保険対象外となります。〕

緩和ケア病棟では高額療養費制度なども適応となります。

＊お手続きに関しては、各自で加入されている健康保険へ申請をお願い

します。〔「入院のご案内」（医療制度について）もご参照ください。〕

加入されている保険の種類や年齢・所得などに応じて自己負担額が異

なります。詳しくは、当院の医療ソーシャルワーカー、または加入さ

れている健康保険へお問い合わせください。

お支払いについて

１．入院費の請求につきましては、毎月１日から月末までの分を翌月 日頃

に「入院診療費のご案内」をお部屋までお届けいたしますので、お届け後

週間以内に１階⑤⑥番「お支払」窓口または自動精算機にてお支払いを

お願いいたします。【１階⑤⑥番「お支払」窓口の取扱時間は、平日 ：

～ ： 、土曜日 ： ～ ： です。〔夜間・日祝日等は、時間

外当直窓口にてお支払いをお願いいたします。〕】

２．請求書の配付日が土・日曜日・祝祭日にあたる場合は、翌営業日に請求書

をお届けいたします。

３．当院では、現金のほかクレジットカードがご利用いただけます。

※何かご不明な点がございましたら、１階⑦番「入退院」窓口にご相談く

ださい。
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Ｑ７．病名告知をしていませんが、緩和ケア病棟へ入院できますか？

Ａ７．患者さんが病名・病状を理解していることが基本となります。治癒が期待で

きない病状であることと、緩和ケアについてご理解していただいていること

が、緩和ケア病棟での入院生活には重要となります。

Ｑ８．入院後に外泊・外出や退院することはできますか？

Ａ８．可能です。症状が落ちつけば一時退院し、ご自宅での療養ができるよう調整

します。

Ｑ９．家族の付き添いが必要ですか？

Ａ９．必ず必要とは限りません。患者さんが不安だったり、心細いときには、ご家

族と一緒にいることで心が落ちつきます。緩和ケア病棟では、患者さんとご

家族がともに過ごす時間を大切に考えています。

※付き添い時は、主治医の付き添い許可が必要ですので、ナースステーショ

ンへお申し出をお願いします。

Ｑ１０．入院費用についてはどうなりますか？

Ａ１０．緩和ケア病棟も一般病棟と同様に保険診療の対象ですが、医療費の計算方

法は異なります。一般病棟では、治療にかかった分の費用が請求されるのに

対して、緩和ケア病棟では、治療の内容にかかわらず原則一定の負担となり

ます。ただし、食事療養費、室料差額や当院所定のねまきを使用された場合

などの自費料金は別途加算されます。

入院しているお部屋によって、保険診療医療費とは別に個室料金（室料差額）

がかかります。〔室料差額は保険対象外となります〕

緩和ケア病棟では、高額療養費制度なども適用となりますが、加入されてい

る保険の種類や年齢・所得などに応じて自己負担額が異なります。詳しくは、

当院の医療ソーシャルワーカー、または加入されている健康保険へお問い合

わせください。
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＜緩和ケア病棟 キッチンデイルーム＞

《お問い合わせ先》

ＴＥＬ：０７２－４２２－５８６５㈹

ＦＡＸ：０７２―４３９－６０６１

 
 

〒５９７－００１５

大阪府貝塚市堀３丁目１０番２０号

市立貝塚病院　地域医療連携室
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